
7gpiEt食物のil亡弟けS仙 こよろ盟1柵 化の椎tn'_.発

火L'(.;許曳及び砂上均はR嬢では附胤 こ知ろことが肘
把であるカ:.田甘方式に1る感度拭i法に上り如-l去
勿 S茨及L(妨 2団に衣すう:如 く判然 と,これを知るこ

とが別条 た.

2 節三組の曲tiをみちと,曲校 (I)は致せ (=)

に比して皇】普Lこ托下してt,･ろ｡穎℡ナちと粥1;(その
のり 的安-I/--トL,ナ7gク･/iiE合牧の万が孟勤 :
大である.これは虻和した･/'ニト8ナフタI･/の柱状

(也成,盤点¥)の缶によるものでもち†か｡本鞘

比に上I)エ飛HJ'jAltJナフタVyの,性状の鐙に上

ち.鍵駒 としての性能を附 すろこともElt来るであ

ら～｡
ユ こ7)mTPjJ:に上ろ盟掛轍 は,也の-1‡火
実況にも舶 肝rることがJII果ろと考えられる｡

抵りに本yt幕に仏力された-lY的巾三九 山元力持氏

に戯 する｡

(柵 はIB押 印 10月2相 両群女称入会にて#来し

た)

Anh'penmcntatMethodonttteSenslriviryofExpJos)Yes

byTeに00kawa,HlrOhlkoYoshltOmi

AbtlH71eChz:富esoEthes･etLS:tZYltlOEXIHJ'OrDl':<Tn'Ztt!redtlriDgtlleTtuZ)titZL-

ctt)reohmmo=ttL'Zlzlz巾ALHZplosLVCS.WeCol,Id,lotget六Od Test:Illbytheezl)b5.OZ)
teヽt,dTOptlAmmerLeSLれt)dg叩 LeSt

G仙lresLl】tJWereObtJIIt)A bythelotlott,lZ3gI.bldStlr唱e叩 1)･peMmcthd ltlLIShelt
of･T(06b】山川 ZgCap.1m.ltd otthとdetotl且t,tlor.印正POS･110Z).D↓gofthej▲mpleire

plJCCJAt:abetveezHheSJLZT)plezLndthep=lmJDgCOnPOi】tZ0nJdmeanOtlmOEhexogeT)

A=亡PtZtELF礼boSter
Thtmlmlmt=mweJghtoThezogenb)whlCblhcsamp一ecarldetoコAte eOmPIEtel〉
lTl一】eLCrmhe(1

(LbhlL'LLS･elK I(.TiobeokLIFactor)･)

電 束 雷 管 の 基 礎 的 研 究

(第6報楊発の進行に就て)

(即ち御 26年 月 5m23安 和)

叉 木 武 一

(呼Fl火二品q法托末会社川ゼエ助)

1 稚 丁

折五弥 こ於でW労の達し柑ろ粗をIL星過 (I)Llに監て
脇 式を甘さ.苅ult山 (D)と比較した払 D/DLは

ナ tIJL･095. トpナ4･090となって屈葬の懲i重

力場 馳&=遵する事Dh7才でもろ布S･hiめた, こ
の班囚お粥査ナろ為 F.)r】zlg の C11rYed I.ro:コt

Theorさ に掛 ･ほ雅肝と,丸瓦右肘とのr肋こ一つの圧
Eei帯と考へて牝のZL'S布の長さと伽 の桝 式から増

発の成立する作付丑がノ淵 ′ト朗 を求めて希私大琴
4)iL't市長を計許し1こ｡l上で>帯兵はな使先は_110!邑

現世 TS他市fiL茄は1-2事巨,fZtは也の雌隻では107色

附近となってkJ-1で.民rs肝長に上I)火打(を^,ll.C,1)
のJつに区分する71tがEiL米ろ｡
邦枝に哩究9t小1_ろ珊gtTン･C/が光昭 LD笥加

に掛 ･ぼ,臼Ⅶ1嫌となる肘LqlこCtてqQIlこ珊 して

IXに和名一寸ろ1:弓賢符剛 L:放ける牡姐nizI行状i三三_q玉の
訴屯を作った｡

a i一尭臣tLと姓速

攻特攻の僅汚土:一定の壌発工事JLf-を受 け J_和
令.瑚 Jに於けTJ促越を I).kTei帯.Ttf_/tEとナTt
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ほ･血 の正作は E)r'77g式に)かl獄 Q)式で勅 ,吉

れろ.

山:,):-t,(a.-D) 目

せIL Jl'はその扶正に路子ろ賃貸は適を′J.L D は
ガ稜には I)'に遷すろ｡次に空色吐逆とD'火eEの牛

辞をRとすれ.r安定思蓮の式ri,同じくF.)r■叩 氏
43棚 を荘川す寸Ur,

]'JI'･-I-A,芸 (2)

A=は仰 の粗放に逆光桝LB!砂て浴し･齢 はU5.指

めて現し齢 はOlとなる｡Ztに伽 と圧C.棚 との

rip)には次の昨綿h:もろ｡

1.- Ji'e-.pJfJ?I.[(;:A)三一】] (3)
JllLaJは粗t!ZIB越の反古帯見 JIlは拭肘 ヒ熱 TL

はばLEiauZ･J～｡はUス常設か)｡rL;ろには発近世lこ

於て即 .拙 舶 て臥 - こ･･-I;I?.･･･Mと恥
近t･う･ウ tJ)式は

.a.-昔 川

(I).(2)及 り から D と･の花鉢を.TJtめると

ILI)

I,,-I,Ln･等 ㍉ --Q:B･dr
也ち

Jり)

(D-禦 ,-,W --ulLLdL (5)
l qlh三

号 D･D･-プ･ √ 丁 -Jl とすjlば

的 ･･迦附 ろ削 ={･A(5)か .ら d:.'>

'Cあろから

(トJ/,)くy<(いJ ･L) (6,
で,州 Lはなられ Jtが凸叫 鮒 まI:,I: は批 負

と1_ろZ)･ら

増発吐立7)俵It ｣>小 (7)

今 ',-;-､/~r ･ (8)

F,-ト ､′丁 (9)
とすiL.まJは約4)陪拝から91とyfのM.こもろから.
.nD▲'_･･力小姓述∫まL)'を相 と考えろ.印ち遷

延が患小促通より大さけiLifは発.rti即rナろが之1り
小さいJ8合にriは発は中giされて,"JfrLf=tLJ)-(･桟兄
畑究■Ll新の怖仲は_

〟くッ】〟̀ ･(10)

Ji及 heが分tLは放血促辿DIは餌五報からff9F出来

ろからyJ父は gtな求めることに1ウ(8)又は(9)

からZi:正好長 q̀ が求められる｡¢ちyはタ.と.た の
E;･lに#ZELLの村血に7EL伐.と9'にi5づくものと
且われろ.前額Lこ於亡はナト事JL･で 0_95,It'ナAで

090を持た.

ES)犬を鮒 すると Jly と11!f

zJ J･l昔 嵩 事 O.

政の式に放て切期併作CPち x-0に放ける煤地を D｡.

Dd DIを yoとすれば

叫 等 三上 鷲 讃 ‡

-f z (")

41は0313である.穀火埋iyL,･冷す基には.I)l汲 lr
を大きくする7Pであり.又 dl.AtS･小さくすろ材eあ

ち.光づI)Lを大きくするには,出現比正を大き(千
る事で･eEIこ榊 に⇒柵 してAjIろ｡後に之をziJHし
て戎力の臥 ･.L郡 廿を芙成した.Jさの大きさに伏ろ

影響を見ろ為･Ci朗rイナマイト政府安LZ-2:lこせtで.
車tlのLEl己を25柁･3-Tfh 421色.と空化して促過を洞
窒Lた払 次表に赦す如く繋亀が大きくなるにまって

研加してk.tろ｡
鍔経 机'W )E 宗Gldイナ▼Lト
25托 2,_)10m8 6.(伽 rn,I
32. 2,260* 6850p
42* 216m p 7,5伽'
正塔形 rt r,'にEtては技珊 こ経常するが,yzzD/).〇･
テ トy^はけ95. 11UナJL･ほ090と設があるの

ち,I;U頒の "̀ が10!C,伐邪が16粍とEzのもろ
7JTにh:lHでちと心われろ｡∫ll.L校に keを小さくすろZJT
は火巧の手招 を,謎くすろ布でもろ.匠に妨=租(エ火
29.p 96)で轍むしたhlくエ雫田管の管件として朗ZZ

の掛 内IIO17I毛のフル(;ウLを蛙期すちと肌

用昏i封土tJ32g と縮めて火さいが.肉Tg_017事至D柵
たlL(=019g肉TVOZZ粍 の牌 TL71は016Lrと,な

る｡田1..管体力ニ丈夫lこTfをlこ在って Lf25-.小さくILろ

ち.促通が大きく1.'つて諾はし易く'たる紺 戊扮

立方:淡少ナろ2iと且われろ.又黙M ILI7)各社火

環を角甘LiZu の■llで83Eを濁定して見ると.n87)

上=ほ01に軌 ･b細 iOSに近いので-1衣に煎ナIn

く前六7TJ方が脚 は人さくlfつて居 ろ,称こ統 倍の和
合にはほ確J)掠件1<hI見させなしろか圧応帯長J)舟 ･



26 工 手 大 背 tA卓 iE JtlJを 軒 IJl

も の でI'_不宛とたろ｡

?;こ 言上 三二 号;.TI古.(藍 ,(㌔-i
q甘5,8)0 5,6904.930i.388 3,S_q 5.ユW ljL50
枚キ5,680 5,W 4,5705.705 不# 4.930 不孝
大に横穴l鎌 ･と軸 比γの死体を見るち (ll)Alこ
於て(y･一十 )W ････.と敷 lLは対 で裁わ紬
ろ｡

･(｢.ry-1日 .̀

正 雪 石二訂 十 ･才 1̀2'
今Tmiに,.暇1蜘二･IをTiつて竹 q̀に対すろ′タ フ
な斯くと.那1回に示す如く･りが小さくなるにはって

二

放牧の上井が急激となる｡むち耶兼のtzlく qLが 0_2

托と小さtLものは .の揮めて臥 .拓Fnで去上外し.

am的 1の如く d̀-10耗と大きいものでは上井が速

い｡†,L.珊 咽 に放て仙現の艶守'ほ L,Lの故山七か T･｡

Ⅲ 蛾弗の進行佳作

LR発が独行ナろ鮒 手は揃に柑たまにより
1

･･･- 4 -一等 >

今切朋rイナマイIを拭符の睦は宛させた齢 に偵TE
bJjLk斤ナろ起箆2Rは上式に L2-05,4'133花 は
i生)引 七人すると

211>2)く44▲上三一Zx4x31xO.5_13.2
EDら折gIのiB達に 132触 1上ILけ九はならぬ,茶屋
に帯連なだ化して促迎を犯 して見ると,14托L-1下で

は不はとなった｡之は上式の正しい布を策Zd.するもの
でふT.,.

又fTmITy･8ンに放て考えると a.1-_llTtである

から舟も掛 ･松 の実包では Lz-05であるカ･ら,上

式に在ってPT井すると21才>560EDち56托以上軌 .

とLj実力折 しない｡-XJ=余りIgくない計℡i･縫mL

た齢 には12-02として伺uに村井ナろと,2lt>
224印ち 23托以上あれはは汚め返 る｡ Iklyaevの

和 に伐れl棚 Tンモンは肘の牧舎畢較 80-1(0
耗以上で･又コンククートで包んだ'中台は叫 Ll上で
安宅…な肋 をfgて屠る｡搬 岱ffカニ余り阿FtでTZいが

和 とZt座のJ弛lで一致しJ=式の郡 山栄ろJPを柾め

ろ●

y!に将哩投に此て考えて見ると匹のEE臣は3耗と絹
めて小さい｡又拓の月掛 ..付 されて伊ろから.L,-

02 として雌恥 ;潜行する2Lの圧ts帯長 q'を上井･e
求めろと C.<187

g]ち反ILS7BLiは18耗以下でなLtiLはIrらない｡民JZi
子持長は7重雄すら如く. トt･ナルは 16柁ビタリン榊は
15粍 C比の肺件に適ナろので.従来山川ほ れて来た
訳である.然し鞍控の賀し･齢 .着くは発達の小さIr

砂合には.圧芯fFが吏L=小さTjベンH ユクI(〟4-
07柑 噂を脚 IILなければTJ:らない｡庇な帯が2相 水
上の杓輔Tン･eンやAZWlO1年は当珊 Ll硯には化川
川朱ない.

IT jB 小 姓 連

載中退避 I)日工(8)式に従って

Dl-D･(i-I/手 二吾 )

拠 蜘:瓜小伽 以下でほほ矧 土中所されろ訳でもろ

さち共の札群慣適を求めた実針 ミ非才に好い.

}Ⅰ alATt:Cl l'atT)･(CorpbutZotletdeLOTlaLJO1)
dl5StJb･tz":C匂 e･Lpt｡ま.､eS(19ユ3))が埋#Z)辿拘■

伝笛にitて媒*した紘 純子管 的 楼7耗日 こ如さ
されたどり ン付(ユ-09)は.糧iiEz):I,Sh /JhJ
下では馳 :伝遥しない群兆がある｡この世合これは

煎小搬出を7-Jこすと見てAL･｡ ユー09のヒタリン桝は
筋5報に掛 ･D'･4.92叫 ぶであるから.k!_05と
して上式から圧Jei市長七決めろと D1-I5托を付ろ｡

又 トBナ■に政で は,in:蔭 10事‡の輔手付に ユー10
で粥殺し.放小頒辿 1.)20m9を咽て居ろ.∫).-
5･440m/Jでもろから同軌こ打荘すると, u'-16粍
鮒 lて居 ろ.I-I)川,gE:L'.77'蛙朋 茄の反芯市長をⅠ托

附延と枚クJtLてぼろが,J.にfyた持古土と鴨-鼓すろ｡
Ji筏に DZlG-･throJ,氏は約枚TytンS･11妹
4JB4托の蝕廿に井成し,#gtJt玉073 でFt,J,舶

)rOO2zTHを1ひて屠る. 之からET漁 Tシモンの反古市
長を求めろと･〝I-144事たとなって托めて大きい｡

V A 大 や 遠

は兇8:完全にIfl)iLたせ合には,舟火蝶か 凋 ら̂
乏以上に蓮するホは善い｡臥 旺達は (9)式にたつ
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･,I-D･臣 ,/丁 二三吾

Bgtと同tlにJ;.上tが別 Lは d･が求められろ･
先づピタヤシftに放て考えろと. いゝ lJL't*lPAt'r

氏の買書によると的篭7事亡の杓子廿に ユ-09■e粥gt

Lたピタ9ン冊 王.栄黛に 3.5叫 の偲越に過して

ぼろ｡CDも之を東大は遵 I)=として Il-05で (9)

に代入して.反拓市長をまbちと d･-I4耗とTrろ｡

之は前和で糾た15事毛と維めてlミく-放した瓜を)rr;し
I(居ろ｡tから脚 の式(8)次(9)は77=しい不を皮話
したPtである.
夫に工緊町廿の馳 馬として'虻Jnされろナトp-〟

に耽ては l'nLry氏が内虹詩 13把の相子冊 ニムー09

で淑耕したものに就き爽験し.封入放 出I)王-5,OOOTtl/一

をALてhtろ｡D̀-5,抑 巾 であるから･LI-05と
して上式からIf3rした処dL-08を1rjたoR!に鉄比爪
の牧舎,A-0丘5で D王.･4,000m/一.ユー055で()モー
3.700TnIゴを持て居るから,之から炭鉱防長を渋めちと
夫々dLは IO5托,108托を柑た.1tQ)三兼を平均
すると.ナ= -Jt･の民拓帯舟-･F]lI毛てある｡

空にをLM として78君のMF1-的 えらと･ hl･M
pAttT氏が芯箆 137tの柿平廿にT3双を熊耕し (ユー

15)I),-5.500ロH を持たさ A-1-5の仇はf3他の
II井に依り3.350tnlsであるから計許せ行うと･4'l

o.278とTr勺.也の題牙に比し曹しく小さrEやt,荒し

て居ろ.F.)･-■ng民も奄gE玉及び･LI｡tItIyfl

lJIO7肺 正で求も小さいと汚して於ろが,上の枯兼も

之を事故さして居ろo

iZ給 湿器として新田{イナマイlに放て指 した処
方蓬32兼の所用(ユー142)に於て披講放 血6･肋 l/I

S･78た｡触 佳連を計3Fすちと,I)I-7.87叫 Iであ

るから.同性に定格帯兵を求めると.d･-337tとな

ってナ= -Jt等の高位腿頓韮上りも771大きIZ的な,1=

してBlろ｡.

Ⅵ 輔懲7シモンのJA鵡

FfFITytyに放て,脚 84Ⅶ 箆262梅の珊

内に仰 Tyieyを糾 し,(ユlu7ユ)柴犬堤通2･OOO

巾 を柑た,D`(-_3,050t巾 でもろから之かr'圧芯

育Btを東捗ると. q̀-136托 と･なる｡2:lt前にmた
144耗と枯一汝L,平郷 土花とTZつてJi玉中Jt*で
ある｡兼任にFT赫 Tyモンが中 完々はし掛 tのも･圧
FEi好兵が舟 ･耶 二組 すらものと瓜われら｡今正箆

30耗 の柑 tTyモンの脚 がJZ発ナろ帆 切ら▲t
の出をまめちと

･-⊥ 一也 - 1等 し-04 R ヰ

hl02J

¢ち l!h･0211以J･.の4分11不媒となろから群落は

相当に幼くLT.-けれIyZらTrい.67娼雫の並行依件と

してgIいた^は.(3)のLtウに (4)酬 lいたが･

E佃tTンモンのJnく成育鼓も盛男ia賢も接し.や金には

昔 ･王政dl- ナ的 ･之絹 と見附 州 別

t.｡LL5Lq･は きいので･(nD')も机 く大きく,;
ろから,(5)S･脚IJL1Eけltはならない.従て

crp.(競 i('l:)I-1〉)は1上り大きくなちかちと
から計甘すると.柵 T yJEy力:記はする21には.LEは

軍に人きくTLろので.gl府には益 雌々確b'Hl'雑となる｡
次に打JmtT･/七yのJrと小畑姐に放て1,TJ丸ちと,
(I).I♪り は Oユ14lC鮎研比爪が 073の抑 1)lは

1.002m/*でもろが,さきが比7Rh:I4にllLちとJ)Lは
相加して4.560nlIホとT=ろから,爪小畑地も1,520m/5

とJ*加すろ,CJ)ちl.520-巾 以上の送迎がLElろ梯なq
撃な受け小.と.打dITンモンのi5E号は申斬されろo
Eh)ち粥?比恥 珊加すろに在って煙宅し強くなら｡納
付Tyモンの比Ttを卿 t.して規雄を胡Slして見ると,

熊野比JiZ):0･9以上では不腰と1=ろ｡之は上丘の如く
ji,ト煉適の村血に上ろものと考えられる｡然ろにET#
T./tyと化合して畑闇 虻七井めろtlな組 例え

lZTJL･IJウJL噂な況入すれif,嬢確.LLJEは上昇し.

ARも彬 も放く,;ろ為叢 1(昔)'-中 川 こ
滋?'くので.(4)A:の鄭 1が可益と1Z勺,娼発が進行
し易くなる常である.今F限 TンJtンに 10ク;のT ･̂

I_ウ_を加iろと.珊 T./･tyの与では_不はとな

ち熊脚 12に放ても託はし.約3(伽 TDSの比連
をtuた.之はJ･姥の如く,畑完黙の増加にm するも
のと恩わJL.ち.

lTI反 J88Iの長 さ

ii'dgliiに叶許した摘朋に伎ろと.圧な帯D長引王OI

把から147毛の瓜 ･榊 に亙って陪ろので.民cbL市長1こ

伐て火7;を夫の四つlこ区分した｡萩も短いOS托以下
を 頼̂.06-20托をB痕,21-70稚S･C払 71IE
以上をD政とし{常勤LこZtするものを次にGT;す ｡
イ A宅 Jtも圧LC;の謹しいもので.℡兼の0-27t,

▲トE･〆I七lyの017毛の如くJi:煙罪ヤ
iW な火野が之にAL.桝 に上り容易に
用7Fy起す朋 があるので,耳i壬生に珊 TL

紺 を必中とすろ.

℡B較 ナTII- ･̂(IO稚)でターン叔(15托).
へ+y-yy(OS托)ipナJL･(16托)等

1:I.ば-))の大きなi トd化/U-劫が之にZtL

投打淵 BISの仲野及び丘は¥として仕=



28 =兼 火 先 払 仝 鑑 節 13-tzl. irlHBl
引しろが.-aZlこ満広であるから.エgiiF

I守の淑 鵬 tの他山色合腔繁の-成分として

エ茶的に/R日吉iLろ｡
･･ C敬 Pl朗′1ナ▼イト(53粍)ユllEO12(SJ事V

CFの畑2ほ:之にBtしまとしてま皇過の芥し-=
uld繋苛にLiJ目されて倍ろ｡

- D抜 上 トI〆TIP./(88耗).T† トーF,()0
Iと)FTrA:rlナーイト(8FE),棚 男
(147t)呼J)雌 の煙男が之にAL,252

瑚 粥 に絞IRされて居ろ｡

以上圧'zL帯Stに伐て.火野を A.LI.C.Dの匹払二
分撫でる事かLu来たカ;火壬の髄 に伐ち匡分とAく

一宏して圧ろ.一浪に焦顎の酸化1T3を多血二台TJL,
11之をjlBE分とナろものはBteL弛 :払 ･3でもろ｡

Ⅶ 括 瑞

] 雷臣を 2JZ,皮,87FiiをclとすLLは,娼発j笹行
のt}何｣三

･･.-i-号 y

LilLE書は棚 の粗既にP鳩する宵荘なり.

2 理想馳 Dlとすれば

… 遜 D,-,･･(い /丁 =要 )

か 舶 J,,-]･L(÷-/~｢専~)

3 煎′ト蜘 以ドの拶題ICはは確は中断する｡
4 L-Uに於けら 'IトZT)/))l)5･yoとす)1.は.タと

J,LrJMlこは次の粥棉Jtb:成立ナろ.

I

2...I-｡ご 竺 zT-
～一il+2
1

-･憲 慧 圭卜告

かlLElは 0エi)1=t7.

5 瓜連を祈加するAには_,eZ持 シ大きくす7..か,火
男D客苫1二丈ニスなものを鯉川LT=けれほならな

いo
S･12火見過:Mt･J､哩迫力LらLi'Li桝 i･釆めため.ど
タウンRIは 15粗 ト.,ナJLは 16枚 .ナ ト9-

JLI三10事も田釆02Iも.榊 丁ンtyは 1･l耗
をlulこ.

7伽 Tytyが側 加に従 ･ヽイ;はとf=1-.第Blと
抹託し.必構 台古めろ蛾なtbn OlえはTJLI

≒ウ上申を出入-HLば甥発の鍵行ナろ布を脇 し
た｡

S反俗棚 に依L)火器JWrA.lJ.C.Dの色に分m

した｡

FundamcntalResearChcsollMercury-FulmtnaleBlnsllngCaps

(Ⅵ) TheDevelopmentoEtheDevctonatlOnVeloclty

Z3yTakelChIMatakl

C(lDSll】crL叩 Lhe reACuOh王One nClLOrdlZ)E;10LhcF,)rlZIF:'9theory.lled也erlbcthe
I,extTelRLJoz,,(cor･cernlngtllCdclOt)nLLOnratLOy-D/D'AnLltheexpIDl加 1日別Ar)CH )

示 (1｡g二言慧 賢 -togプ票;霊 卜霊 -
1qJAま

＼vJtTl･l--- 2li-tl.a.Ofe叩loユl､d.J Ir ■

yo-de一ObaL10n､,Clo亡Jt),ratzOat I-0.

七2-COTXtilt]tl】t)I.印tl tEI-leACL‡onzbtlCIct)gLh

L71ccotldltLOnforezploslO7日OPTO⊂eed .Jy
thenA･Elmt･ZTLdeLotlAtlO-'eloぐlt) J)三一D･(ti+､′A )

thernJtnrmZT)delOTlatlOtl､elocEtr D-DL(〆-～/,l)
Tt】C印ktZ1A一d leJLCt,OnZOT)Cfromthed ue 01detonAt王otLt･｡IocLtyArelPlJd Lo

t*Imm rOrtCtryl,16rnm fortro一yl,andOZmmformcrct)r〉･ftlInlEIAte lt)or亡kt
to lnerea!et71edctollALI〇二日eloclt),≠emlBtt･nlArgeLhcdlAoEeJEploか'cJ.And)Z)c

reLLSet71eVessel51rehgthaJVellLutOユdlllgdensI一y
fTelkoh KnlahJnI;K)
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